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【附属学校園・大学・地域の連携強化】
附属学校園と大学と地域の連携を一層強化し、附属学校園の特徴を活かした教育活動等の研究実績を公表するとともに、
地域のモデル校として地域に開かれた附属学校園を構築します。

【教育の質を保証する体制の充実】
本学の教育課程の特徴、すなわち大学で何を学び身に付けられるか、学生をどのような人材に育てるかなどの教育体制の情報を
広く発信するとともに、広報活動を積極的に展開します。
「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」「入学者受入れの方針
（アドミッション・ポリシー）」を踏まえて、教育の質を保証する体制を充実します。

【大学院への秋入学制度の導入】
大学院の質を保証する教育体制の整備に取り組むとともに、教育研究のグローバル化に対応するため大学院修士課程への
秋入学制度導入の具体策について検討し、その実現を目指します。

【経済的支援の充実】
経済的に困窮する学生に対して、授業料等の減免、奨学金等の給付により手厚い支援を展開します。

【就職支援の強化】
就職活動を支援するため、交通費の補助、ガイダンスの充実、キャリアカウンセリング体制の強化等を行います。

【学生の相談体制の充実】
学生が抱える学習や生活の悩み、問題などメンタル面での相談体制を充実します。

　国立大学法人福島大学は、第2期６年間 (2010 ～2015)の中期目標・中期計画
として55 項目の課題を掲げ、毎事業年度に年度計画を立てそれぞれの目標達成
を目指し活動を行っています。また、昨年3 月11 日に遭遇した東日本大震災と
原発事故後の被災の復興に向けて、昨年度重点的かつ戦略的に実施すべく策定
した「2011 アクションプラン」の15 計画は、中期目標・中期計画とは直接に
連動するものではありませんが、その計画はほぼ達成され、学内から一定の
評価を得ています。
　今年度は、震災後から一年を経て変化した教育研究環境を前提に、新たに
生起した重点課題を含めて「入戸野 2012 アクションプラン」として策定し
戦略的に取り組むことにしました。これらを達成するためには、大学が一丸と
なって取り組むことが特に重要ですが、実行組織である各学類の教員はじめ
事務職員の理解と協力が欠かせません。
　皆様方の温かいご理解とご支援を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

2012 年 4月

福島大学長 入戸野　修

入戸野２０１2アクションプラン
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〒960-1296
福島県福島市金谷川 1 番地
ＴＥＬ：024-548-5224
ＦＡＸ：024-548-3180
ＵＲＬ：http://www.fukushima-u.ac. jp

【附属図書館の機能の充実】
附属図書館の機能の充実を図るとともに、総合情報処理センターとの連携を進めて、より一層の教育研究環境の整備充実を進めます。

【プロジェクト研究等の推進】　　　
個々の教員の基盤研究及び被災支援のプロジェクト研究を効果的に推進し、地域社会の振興に積極的に寄与するとともに、
本学の特色ある文理融合型の研究成果を発信します。

【研究推進と外部資金の増強】
研究の一層の促進を図るため、研究推進機構を核として、他研究機関等との連携を促進するとともに、教員の研究活動への
支援体制の充実を図ります。また、十分な研究費の確保に向けて外部競争的資金、とりわけ科学研究費補助金の申請率・
採択率の向上を目指すとともに、そのための体制・環境の整備に努めます。

【地域との連携による復興支援】
協定締結した地方自治体や企業および他研究機関等との連携を強化するとともに、社会のニーズに対応した大学の教育研究
組織の見直しを含めた取り組みにより、地域社会の復興と活性化に貢献します。

【公開講座の新展開と附属図書館等の活用】
生涯学習推進のために、地域住民を対象とした公開講座の新しい展開を図るとともに、大学の知的資源である附属図書館等の
活用と利用促進のための各種事業を実施します。

【ACF による復興支援と教育活動】
「アカデミア・コンソーシアムふくしま（ACF）」で確立した福島県内の大学間の連携協力を継続強化し、福島の復興に関わる
事業展開と同時に、学生の基礎能力の質的保証と災害復興に関わる実践的な能力の習得を目指す教育活動を展開します。

【国際交流センターの整備・充実】
留学生の受け入れと日本人学生派遣の両面の交流を促進するとともに、新たな展開を推進するために、国際交流センターの
組織体制を整備し機能の充実を図り、世界に向けた情報の発信に努めます。

【うつくしまふくしま未来支援センターによる復興支援推進】
「うつくしまふくしま未来支援センター」における支援活動が効果的に行えるよう、定期的に地域に対して活動成果を発信する
とともに、外部の意見も取り入れて更なる復興支援策を図ります。

【全学センターの機能の充実】
副学長がセンター長を兼ねることにより、全学センターとして機敏でより総合的な運営と大学執行部との密な情報交換により
教育研究機能の充実を図ります。

【危機管理体制の整備】
東日本大震災と原発事故後一年間の経験を踏まえて、より実効性を高めた危機管理体制の整備を図ります。

【キャンパス環境整備の充実】
学生・教職員の安全で安心できる学び舎や職場を確保するため、ハード・ソフトの両面での環境整備を推進します。
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沿　革　略
Chronology

　1949（昭和24）年５月31日，法律第150号国立学校設置法により，福島師範学校・福
島青年師範学校・福島経済専門学校の３校を包括して，学芸学部と経済学部の２学部を
持つ福島大学が設置されました。
　国立新制大学の入学者選抜は，第１期・第２期に分けて行われ，福島大学は第２期に
行われました。選抜の結果，学芸学部293名（４年課程101名，２年課程192名），経済学
部は161名の合計454名の入学が許可されました。
　学芸学部には学芸部と教育部が置かれ，学芸部の中には人文科学科，社会科学科，自
然科学科が，教育部の中には教育学科，教育心理学科，各科教育学科が置かれました。
研究・教育の組織として全31講座が設けられました。
　また経済学部には14講座が設けられました。
　学芸学部は市内浜田町に，また経済学部は市内森合の２つのキャンパスに分散してい
たため，昭和54年に金谷川の地に統合移転しました。
　昭和62年10月に行政社会学部を増設し，平成16年10月，国立大学法人化のなかで理
工学群共生システム理工学類を創設し，新たな出発をしています。
　旧３学部を継承した３学類を人文社会学群としてくくり，理工学群とともに２学群４
学類の教育組織を実現するとともに，全教員が参加する研究組織として12の学系を構築
しました。また，人文社会学群には，伝統ある社会人教育を継承して，夜間主コース（「現
代教養コース」）を有しています。大学院についても既存３研究科とともに，平成20年４
月には大学院共生システム理工学研究科を発足させ，充実した教育・研究を推進してい
ます。

旧浜田町キャンパス 旧森合キャンパス

移転当時の金谷川キャンパス
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今、福島大学でしか学べないものがある
大学として地元地 か の えてい

学生は座学 けでででは得 れなかった
福島大学は、これまで経験したことのない災害に直面している被災県にあって、国立大学として地元地域からの期待に応えてい
く使命と地域にある存在意義を感じています。被災地や被災者を支援するという実践から、学生は座学だけでは得られなかった
経験という学びの中で、悩みながら、しかし確実に大きな成長をしています。これからの復興を担う人材育成の一つの姿として、
震災を踏まえた大学教育のあり方に向かって進んでいきたいと考えています。

平成２５年１月版

2. 学生の活動について2. 学生の活動について
「ふくしまの想いを届けよう！
福島大学 教育支援＆復興マルシェ in 文部科学省」を開催

マルシェを開催する経済経営学類の学生

子ども支援の活動を紹介する学生

2 学生の活動に い2 学生生のの 動に いい22 学生学生生のの活活活動活動にに いいてて

地域と共に歩んできた福島大学は、震災直後から地域支援を目的とする「福島大学うつくしまふくしま未来支援センター」を設立
して、福島の復興のために様々な活動を行ってきました。センターでは、４０人を超える専任・兼任のスタッフが日々活動していま
す。こうした経験を活かし、平成２４年度から「災害復興支援学」を開講し、福島の復興に積極的に貢献できる人材の育成に着手
しました。この授業の特徴は、センターの教員が取り組んでいる支援の姿を伝えることに重点を置いていることです。地域により、
必要としている支援は異なります。現場の姿を知らなければ、効果的な支援を行うことは期待できません。これを伝えることが
できるのは、現場で活動している研究者だけです。この授業では、現場の姿を通して学ぶことにより、学生が新たな支援者とな
ることを期待しています。以下、「生活支援」と「食の安全」に関する授業の内容を紹介します。

◆放射能汚染からの食と農の再生を
　～生産段階から検査段階までの体系的対策～◆
福島の食と農の再生には、生産段階からの体系立った放射能対策が不可欠です。これまでは、伊
達市の水稲試験栽培や、農地一枚毎の放射能計測などに取り組んできました。平成２５年度はこ
の知見や経験を踏まえて、①コメの全袋検査をふまえた農地のリスク評価、②土壌の化学組成や
放射能濃度、水文条件からのコメの移行量予測、③肥料の必要量の算出、などを検討し生産者毎
にきめ細かな営農指導をするためのシステム作りにチャレンジします。（担当 : 石井秀樹先生）

◆高齢化が進む集落での活性化支援◆
他大学学生・教員や福島県と協力しながら福島県内の集落活性化を支援しています。地域の良
いところを聞き出し、地図や歌にして地域の住民に元気や誇りを取り戻してもらう活動や、人
口減により取りやめていた行事を復活させるなどの取り組みを行っています。様々な人々を巻
き込むことで、地域に新たな風を呼び込み、地域の輪を拡げています。（担当 : 高木亨先生）

1. 災害復興支援学1. 災害復興支援学

こ　  こ

福島大学は文部科学省と共同で、平成２４年１１月に文部科学省庁舎前「霞テラス中央ひろば」
において、「ふくしまの想いを届けよう！福島大学 教育支援＆復興マルシェ in 文部科学省」と題
したイベントを開催しました。
福島大学は被災県にある国立大学として、避難者・被災者への支援や福島県の復旧・復興に向け
た取り組みを行っています。そういった活動を紹介することで、福島の「今」を伝え風評を払拭し、
福島への観光や応援のきっかけとなることを目的に、霞ヶ関をはじめとする首都圏へ向けた広報
として、「復興マルシェ」「教育支援プレゼン報告」「活動パネル展示」を行いました。
「復興マルシェ」では、生産者と消費者をつなぐ青空市（マルシェ）を開催している経済経営学類の
学生が、旬を迎えたリンゴ、ラ・フランスや福島県オリジナル米「天のつぶ」、ジュースなどの試食・
配布を行いながら、農産物の放射性物質検査のデモンストレーションも実施し、福島の食の安全・安
心への理解を求めました。
「教育支援プレゼン報告」では、避難している子どもたちの学習・遊び支援を行っている人間発達
文化学類の学生や教員から、こども支援活動やＯＥＣＤ東北スクールの活動について報告があり、子どもたちと接する中で「あら
ためて教員になりたいと思った。」と言う学生の言葉に、来場者も熱心に耳を傾けていました。また、会場内で「うつくしまふくし
ま未来支援センター」の活動をパネル展示し、多くの来場者が訪れ本学の活動や福島県の現状を知っていただく機会となりました。

いわき市高部集落での一コマ
（田村健太郎氏撮影）

はさがけ乾燥させる晩秋の田

★ＦＵＲＥうつくしまふくしま未来支援センターＨＰ ＜http://fure.net.fukushima-u.ac.jp/＞
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3. 各学類で学べること3. 各学類で学べること

福島大学 で福島大学の情報はホームページでチェック！
福島大学   入試 で入試情報もホームページでチェック！

検 索

検 索

人間発達文化学類
教育・スポーツ・芸術などを、人間発達という視点から複合
的に探究し、学校教員の養成はもちろん、さまざまな分野
で活躍できる教育者を育成します。

行政政策学類
法学、政治学、行政学、社会学を通して、広く学際的な観点
から学び、地域社会が抱える問題を解決できる人材を育成
します。

経済経営学類
経済経営リテラシー、ソリューション能力、コミュニケーショ
ン能力、キャリア教育の 4つを教育の柱とし、社会の各分
野で活躍できる実践力のある人材の育成します。

共生システム理工学類
文理融合という新たな視点をベースに、理学・工学・社会科学の融
合を実現。人―産業―環境の共生に関する実践的な研究と学びを
通して、共生の科学・技術にアプローチできる人材を育成します。

学びのキーワード 学びのキーワード

学びのキーワード 学びのキーワード

学習支援／教育探究／人間科学／特別
支援／子育て支援／言語文化／地域生
活文化／数理科学／スポーツ探究／生
涯スポーツ／芸術文化  ほか

基本的人権／裁判員制度／死刑制度／
夫婦別姓／分権型社会／格差社会／ま
ちづくり／市民参加／比較文化／グ
ローバリゼーション／共生社会／ジェ
ンダー  ほか

ミクロ経済学・マクロ経済学／市場経
済と政府／環境政策／金融政策／ま
ちづくりと地域振興／景気回復／地
方交付税／社会開発とNGO／経営戦
略／マーケティング／ベンチャー企業
／経営分析  ほか

システム制御／ユニバーサルデザイン
／ソフトウェア工学／人間工学／持続
循環型産業／生産システム／新エネル
ギー／機能性材料／水・物質循環／環境
地質／水・土壌浄化／生物多様性  ほか

福島大学 でで福島福島 学大学 情の情報はホームペ ジージでチェック！ 検索

◆除染の実施◆
学生がより安心・安全に生活できる環境の確保に努めるため、キャンパス内の除染を進めていま
す。これまで、Ｕ字側溝などの高線量地点（ホットスポット）や、学生のみなさんが活動する場所
 （グラウンド等）を中心に、超高圧洗浄や表層土除去などによる除染工事を実施しました。

◆放射線への取り組みの公表◆
福島大学では、教員有志による放射線計測チームによる県内の空間放射線量率マップ（測定点約300）の作成や、うつくしまふく
しま未来支援センターの中に放射線対策担当をつくり、地域の放射線問題へ対応しています。また、キャンパス内の空間線量率
計測や、学生モニターの協力を得ながらの１週間の外部被ばく積算線量計測など、実態に沿った計測を続けています。
福島大学の放射線への取り組みや毎週のキャンパス内放射線計測データは、ＨＰからご覧になることができます。

4. 放射線への取り組みについて4. 放射線への取り組みについて

表層土除去・芝張り替え

★主な除染実施済みの場所 …
サッカー・ラグビー場、ハンドボールコート、野球場、弓道場、馬場、陸上競技場（芝生部）、テニスコート、
バレーボールコート、中央広場（インターロッキング、芝生部）、野外ステージ・サークル棟周辺

★福島大学放射線に関する取り組み
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/torikumi-housyasen.html＞

★福島大学キャンパス内及び附属学校園の放射線計測データの公開
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/fukudai-housyasen.html＞
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収　　　入　REVENUE （百万円）

区　　　　　　　　分
Division of Revenue

［23年度］
Amount［2011］

［22年度］（参考）
Amount［2010］（Ref.）

運　　営　　費　　交　　付　　金
Total Grant for Management Expense 3,486 3,503

授業料，入学料及び検定料収入
Tuition and Examination Fees 2,400 2,302

雑　　　　　　収　　　　　　入
Miscellaneous Income 139 133

補　　助　　金　　等　　収　　入
Subsidy Income 439 104

施　設　整　備　費　補　助　金
Subsidies for Maintenance of University Facilities 249 647

国立大学財務・経営センター施設費交付金
Grant-in-Aid from CUFM (Center for National University 
Finance and Management) for facilities maintenance

30 30

産学連携等研究収入及び寄附金収入等
Income from Industry-University Cooperative Research and Donations 474 227

引　　当　　金　　取　　崩
Reserve Fund Reversal 1 ー

目　的　積　立　金　取　崩
Purpose Reserve Fund Reversal ー 94

合　　　　　　　計
Total 7,218 7,040

支　　　出　EXPENDITURE （百万円）

区　　　　　　　　分
Division of Expenditure

［23年度］
Amount［2011］

［22年度］（参考）
Amount［2010］（Ref.）

人 件 費
Personal Expenses 4,259 4,278

教 育 経 費
Education Expenses 557 756

研 究 経 費
Research Expenses 427 522

教 育 研 究 支 援 経 費
Expenses for Supporting Education and Research 367 219

一　　般　　管　　理　　費
Administrative Expenses 276 305

施　　設　　整　　備　　費
Supplies and Equipment Cost 294 677

補 助 金 等
Subsidy 439 99

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等
Budget for Industry-University Cooperative Research and Funding 361 285

合　　　　　　　計
Total 6,980 7,141

国立大学財務・経営センター
施設費交付金　0.4％
産学連携等研究収入
及び寄附金収入等　6.6％

運営費
交付金
48.3％

人件費
61.0％

教育研究支援
経費　5.3％

一般管理費
3.9％

教育経費
8.0％

研究経費
6.1％

施設整備費
4.2％

産学連携等研究経費
及び寄附金事業費等
5.2％

7,218
（百万円）

6,980
（百万円）

授業料
入学料及び
検定料収入
33.3％

雑収入
1.9％

補助金等収入
　　　  6.1％

施設整備費補助金
　　　　　  3.4％

補助金等　6.3％

引当金取崩　0.0％

66 64 62
58

83 92

77,940

62,870

84,400

53,260

89,420

107,100

収入・支出決算額（平成23年度）
CLOSING ACCOUNTS : REVENUE AND EXPENDITURE 2011
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共
通
領
域

　

文
系
理
系
の
枠
組
み
を
超
え
て
学
習

す
る
「
総
合
科
目
」、
科
学
的
な
知
識

や
思
考
方
法
、
人
間
に
関
す
る
深
い
洞

察
、
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る
「
広

域
選
択
科
目
」、
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
「
外
国
語
科

目
」、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
能
力
を
高

め
る
「
情
報
教
育
科
目
」、
身
体
能
力

の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
「
健
康
・
運

動
科
目
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
デ
ザ
イ
ン
領
域

　

主
に
、
１
・
２
年
次
の
学
生
が
、
自

分
自
身
を
高
め
、
個
々
の
履
修
計
画
を

設
計
す
る
際
の
核
と
な
る
領
域
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
実
際
の
講
義
を
受
け
な

が
ら
、
学
生
自
身
が
よ
り
正
確
に
自
分

の
進
み
た
い
進
路
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

　

20
人
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
の
授
業

で
あ
る
「
教
養
演
習
」、
現
代
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
基
本
的
な
職
業
観
と
モ
ラ

ル
を
身
に
付
け
、
自
ら
の
進
路
選
択

と
大
学
で
の
学
び
を
関
わ
ら
せ
て
考
え

る
「
キ
ャ
リ
ア
創
造
科
目
」、
自
主
性
・

主
体
性
を
育
み
、
集
団
の
中
で
も
の
ご

と
や
社
会
と
関
わ
っ
て
い
く
能
力
を
培
う

「
自
己
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

専
門
領
域

　

基
礎
・
基
本
科
目
の
履
修
を
重
視
し

つ
つ
、
各
学
群
・
学
類
・
専
攻
の
教
育

目
的
、
人
材
育
成
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
由
選
択
領
域

　
「
共
通
領
域
」「
自
己
デ
ザ
イ
ン
領
域
」

「
専
門
領
域
」
の
卒
業
に
必
要
な
単

位
数
を
満
た
し
た
上
で
、
各
領
域
の
開

設
科
目
の
中
か
ら
、
学
生
の
関
心
に
基

づ
き
、
さ
ら
に
積
み
重
ね
た
い
と
思
う

領
域
の
学
習
を
自
ら
選
択
し
て
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
島
大
学
で
は
、
教
育
課
程
を
「
共
通
領
域
」「
自
己
デ
ザ

イ
ン
領
域
」「
専
門
領
域
」「
自
由
選
択
領
域
」
の
４
領
域
に

区
分
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
ま
す
。

人間発達
文化学類

行政政策
学類

理工
学群

人文社会学群

専門領域
共
通
領
域

自
己
デ
ザ
イ
ン

領
域

経済経営
学類

共生システム
理工学類

・総合科目
・広域選択科目
・外国語科目
・情報教育科目
・健康・運動科目

・教養演習
・キャリア形成論
・キャリアモデル学習
・インターンシップ
・自己学習プログラム

４
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
領
域
で

自
律
的
な
学
び
を
習
得
で
き
ま
す
。

教育組織（2学群 4学類）
学生は教育組織としての「学群・学類」に所属しています。

他学類の授業の履修など
他学類との交流が可能
カリキュラムの組み方次第では、
他学類の授業を履修することができます。
他学類の授業体験は、個々の専攻分野をより広い視点から理解することに役立ちます。

単位修得の質を問う
 GPA制度
福島大学は、それぞれの授業で掲げた
達成目標に対する5段階の到達度（グ
レードポイント）で評価するシステムを
採用しています。学期ごとにグレードポ
イントの平均値（GPA）が算出され、
それに基づいてきめ細やかな学習指導
がなされます。ただ単に卒業に必要な
単位数を満たせばよいのではなく、そ
れぞれの授業でどのような質の高い学
習を行ったかが問われるのです。

履修単位数に上限を設ける
 Cap制度
福島大学では、学期（セメスター）ご
とに履修登録できる単位数の上限を設
定していますが（Cap制度）、これも登
録した科目をしっかりと時間をかけて勉
強してもらうために設けた制度です。

研究組織（12学系）
教員は個々の専門に沿っ
て、より柔軟な研究組織
である「学系」で研究活動
を展開しています。
人間・心理学系／生命・環
境学系／物質・エネルギー
学系／機械・電子学系／数
理・情報学系／経営学系／
経済学系／社会・歴史学系
／法律・政治学系／外国語・
外国文化学系／健康・運動
学系／文学・芸術学系

40



キ
ャ
リ
ア
形
成
論

　

全
学
の
１
年
次
の
必
修
科
目
。
自

分
自
身
と
向
き
合
い
、
自
分
自
身
の

人
生
を
見
つ
め
る
こ
と
、自
分
の
労
働
・   

職
業
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
見
方
を

見
直
し
つ
つ
、
労
働
・
職
業
に
接
近
す

る
道
筋
を
知
る
こ
と
、
大
学
に
お
け

る
「
学
び
」
の
意
味
を
深
め
、「
学
び
」

の
主
体
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
学
習

　

実
践
的
な
職
業
論
・
労
働
論
、
人
生

論
に
つ
い
て
の
科
目
。
学
外
の
教
育
者
、

芸
術
家
、
法
律
家
、
公
務
員
、
自
営
業

者
、
技
術
者
な
ど
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

現
場
訪
問
、
調
査
と
い
っ
た
形
態
も
導

入
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
お
い
て
重
要
な
職
業
体
験

の
場
で
あ
り
、
大
学
で
の
学
び
を
さ
ら

に
意
欲
的
・
能

動
的
に
し
ま

す
。
福
島
大

学
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
受
け

入
れ
事
業
体
の

拡
大
や
連
携

等
に
向
け
、
全

学
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い

ま
す
。

立体的に学ぶことで
新しいステージが見えてきます。

共通領域

教育者 公務員 経済人 科学
技術者

大学院
進学

自由選択領域

学群共通科目

専門領域

自己デザイン領域

人材育成目標 広い視野と豊かな創造力を有する専門的職業人の育成を目指す教育重視の人材育成大学

■自由選択領域
自己デザイン、共通、専門の各領域の開設科目の中から、個々
の関心に基づいて自由に選択して学んでいく領域です。

■学群共通科目
学群に所属する学生が共通に学ぶべき基礎的な知識・理論に
関する科目です。

■専門領域
各学群・学類、専攻の教育目的、人材育成の目的を達成する
ための体系的な専門科目で構成されています。

■自己デザイン領域
本領域では、1・2 年次の時期に自分自身を見つめ、卒業後の進路やその
後の人生について考えます。しっかりとした職業観を持つことは、その後
の学びをより豊かなものにします。

■共通領域
すべての学類に共通するカリキュラムです。この領域に属する「総合科目」は文理融合の内
容を持った科目で、大学論、21世紀の世界経済、現代世界における紛争と平和、情報化と社
会などの中から一つのテーマを選び、さまざまな分野からのアプローチを通して、多角的・
総合的な考え方を学びます。

これからの時代に欠かすことのできない、英語によるコミュニケーション、コンピュータ
を用いた情報収集・分析面での実践的なスキルアップを図るための特別プログラムです。

英語グレードアップ

留学

外国語科目

情報グレードアップ

情報教育科目

教養演習基本科目 インターンシップ、キャリアモデル学習、キャリア形成論

自己学習プログラム

総合科目 外国語科目広域選択科目 情報教育科目健康・運動科目

キャリア創造科目

人間発達
文化学類

行政政策
学類

経済経営
学類

共生システム
理工学類

連　携

民間企業

地方自治体

学校現場

NPO等

実習・演習

学
類
共
通
科
目

（
人
間
発
達
文
化
学
類
の
み
）

学
類
基
礎
科
目

学
類
専
門
科
目

卒
業
演
習
・
研
究
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こ
ど
も
支
援
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

森
知
高

（
人
間
発
達
文
化
学
類　

教
授
）

経
験
に
悪
い
経
験
は
な
い
。

人
が
い
て
共
に
生
き
て
い
く
中
で

経
験
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
こ
う

1948 年生まれ。体育科教育学が専門で、子
どもの健康と運動など、子どもの体力向上に
取り組んできた。原発事故の影響で県内の子
どもたちの体力低下や、肥満・ケガが増えて
いることを懸念しており、今後プロジェクト活
動の一つに組み込んでいきたいと考えている。

仮設住宅や避難所での学習支援の様子

1112

1

│
│
こ
ど
も
・
若
者
支
援
部
門
の
活

動
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
発
達
文
化
学
類
等
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
て
い
る
こ
ど
も
・
若
者

支
援
部
門
に
は
、学
び
と
遊
び
の
支
援・

心
の
ケ
ア
・
子
ど
も
の
心
の
ス
ト
レ
ス

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
若
者
支
援
の
４
つ
の

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
私
は
主
に
学
び

と
遊
び
の
支
援
と
、
う
つ
く
し
ま
ふ
く

し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
橋
渡
し

役
と
し
て
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

│
│
こ
れ
ま
で
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、ど
の
様
な
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
か
。

　

震
災
で
、
子
ど
も
た
ち
は
心
に
様
々
な

負
担
を
負
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
の
た
め
、
児
童
・

園
児
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
対
処
の

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レッ
ト
を

作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
市
と
郡

山
市
の
児
童
・
園
児
１
、８
７
０
人
を
対

象
に
、
日
常
の
行
動
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
評

定
し
、
ど
ん
な
タ
イ
プ
の
ス
ト
レ
ス
が
問
題

に
なって
い
る
か
を
調
べ
る
ス
ト
レ
ス
ア
セ
ス

メ
ン
ト
調
査
を
実
施
し
、
１
、３
２
２
人
の

デ
ー
タ
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
小

さ
い
子
ど
も
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す

く
、
親
が
不
安
を
感
じ
る
と
、
子
ど
も

も
不
安
を
強
く
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心
と
学
び

を
支
援
し
て
い
こ
う
と
立
ち
上
げ
た
の

が「
未
来
の
た
ね
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

遊
び
や
学
び
を
通
じ
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
未
来
を
託
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
名
称
に
は
、
今
私
た

ち
が
行
っ
て
い
る
地
域
復
興
も
、
将
来

的
に
は
子
ど
も
た
ち
が
行
う
こ
と
に
な

る
、
そ
の
た
め
に
今
た
ね
を
蒔
こ
う
、

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

│
│
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
内
容
は
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
行
っ
た「
子
ど
も
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
す
。
平
成
23
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
第
Ⅰ
期
で
は
、
延
べ

３
０
０
人
の
学
生
が
、
福
島
市
と
郡
山

市
の
避
難
所
で
延
べ
７
０
０
人
の
子
ど

も
を
支
援
し
ま
し
た
。
9
月
か
ら
現
在

特集
こども・若者支援部門

── 笑顔咲く、未来のたねを共に ──

「子ども支援ボランティア」で活動する学生

鯉のぼりを復興のシンボルになぞら
え、様々なメッセージを込めたものを
展示した「koi　鯉アートのぼり」プロ
ジェクトは、国内外にその支援の輪が
広がっている

「子どもの心をストレスから守る」リー
フレットを作成し配布した

76



13

ま
で
の
第
Ⅱ
期
で
は
、
福
島
市
・
二
本

松
市
・
本
宮
市
の
仮
設
住
宅
を
回
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
な
が
ら
延
べ
４
０
０

人
の
学
生
が
、
延
べ
８
０
０
人
の
子
ど

も
へ
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
人
間
発
達
文
化
学

類
の
学
生
で
す
の
で
、
こ
の
経
験
は
、

教
員
を
目
指
す
彼
ら
の〝
た
ね
〞に
も

な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

人
間
発
達
文
化
学
類
長
か
ら
聞
い
た

話
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
る
前
に
避
難
所
の
現
状
を
視
察
に

行
っ
た
際
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
女
の
子
が
ち
ょ
う
ど
学
校
か

ら
帰
り
、
段
ボ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
戻
っ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
姿
を
見
て
、
震
災
や
原
発
事
故
さ

え
な
け
れ
ば
…
と
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
私
た
ち
が
こ
の
子
た
ち
の
力
に
な
る

と
決
意
を
新
た
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
気
持
ち
が
、
み
ん
な
の
パ
ワ
ー
の
源
に

な
って
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

│
│
学
習
支
援
以
外
で
は
、
ど
ん
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　

８
月
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
通
う

高
校
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
約
２
０
０

名
が
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
に
子
ど
も
と
保
護
者
を
招
待
し

た
り
、
２
月
に
は
高
校
受
験
を
控
え
た

中
学
生
を
対
象
に
、
大
学
の
教
室
を

使
っ
て
勉
強
を
教
え
る「
日
曜
子
ど
も

キ
ャ
ン
パ
ス
」も
開
催
し
ま
し
た
。
ど

れ
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
友
だ
ち
に
も
会
え

る
よ
い
機
会
だ
っ
た
様
で
、
と
て
も
喜

ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

支
援
は
1
年
・
3
年
・
5
年
・
10
年

が
区
切
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
10
年

経
て
ば
子
ど
も
た
ち
も
自
立
し
て
い
き

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
長
期
的
な
支
援

が
必
要
で
す
。
大
学
に
は
そ
の
た
め
の

施
設
も
人
材
も
揃
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、そ
れ
ら
を
上
手
く
活
用
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

様
々
な
形
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
活
動
に
参
加
し
た
学
生
の
様
子

は
い
か
が
で
す
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
学
生
に

と
っ
て
非
常
に
よ
い
経
験
と
な
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
子
ど
も
は
大
人
よ
り
、
年
齢
の
近

い
学
生
の
方
が
打
ち
解
け
や
す
い
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
お
互
い
慣
れ
る
ま
で

は
軋
轢
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
仲
良
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
常
に
変
化
し

つ
づ
け
る
人
的
環
境
の
中
で
、
子
ど
も

の
心
も
不
安
定
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
に
対
し
暴
力
を
ふ
る
う
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て

も
、「
目
の
前
で
悲
惨
な
目
に
あ
っ
て

い
る
子
ど
も
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
教

員
に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
」と
い
う
学
生
の
言
葉
が
、彼
ら
の
気

持
ち
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

彼
ら
の
力
は
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
教
員
は
初
め
の
指
導
は
行
い
ま
す

が
、
実
際
に
運
営
を
任
せ
る
と
自
然
と

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
に
役
割
を
決
め
て
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
機
に
、

学
生
の
自
主
性
や
自
主
的
に
学
ぶ
力
が

育
っ
た
の
は
、
大
変
な
状
況
の
中
で
も

良
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
│
今
後
の
活
動
の
方
向
性
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
今
が
現
実
で
す
。
子
ど

も
な
り
に
悪
い
環
境
を
受
け
入
れ
つ

つ
、
そ
ん
な
中
で
も
学
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
状

況
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
は
強
い

な
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
良
い

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
今
の

私
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
が
受

け
た
こ
と
を
糧
と
し
な
が
ら
将
来
に

向
か
っ
て
い
く
│
│
そ
の
歩
み
を
こ
れ

か
ら
も
支
え
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

親子で楽しいひとときを過ごしたクリ
スマスパーティー

学生の授業の一環として例年行って
きた「自然体験学校」。昨年は被災し
た子どもたちを招待した復興支援プロ
ジェクトとして実施し、子どもも学生も
大きく成長した

ボランティア活動の原点となった写真

の
生
徒
、
総
勢
２
０
０
名
が
集
ま
り
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
４
つ
の
種
目
で
仲

間
と
チ
ー
ム
を
組
み
、一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を

存
分
に
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、女
子
バス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
の
萩
原
美
樹
子

さ
ん
や
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
米
国
代

表
の
ヨ
ー
コ
ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表
監
督
の
宇
津
木

妙
子
さ
ん
ら
が
多
忙
な
日
程
を
や
り
く

り
し
て
駆
け
つ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
応

援
を
し
て
生
徒
達
と
触
れ
合
い
、
イ
ベン

ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
の
中
に
は
、
別
々
の

サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
なって
会
え
な
く
なって

い
た
友
達
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
た
人

や
、
県
外
に
転
校
し
た
友
達
に
連
絡
を

と
って
一
緒
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し

た
人
な
ど
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
友
達
と
の

再
会
の
場
に
も
な
って
い
た
よ
う
だ
。
準

備
し
た
学
生
た
ち
は
、
連
日
の
準
備
作

業
と
当
日
の
運
営
で
走
り
回
り
大
変
そ

う
で
あ
っ
た
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
高
校
生
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を

見
て
、
イ
ベン
ト
の
成
功
を
実
感
し
た
よ

う
で
あ
った
。

の
学
校
状
況
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報

告
」が
あ
り
、
避
難
所
等
に
お
け
る
こ
れ

ま
で
の
子
ど
も
達
の
様
子
や
県
内
小
中

学
校
の
状
況
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
第
2

部
は「
福
島
の
教
育
復
興
ビ
ジ
ョンへの
期

待
」を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

人
間
発
達
文
化
学
類
の
学
生
か
ら「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
を
と
お
し
て
捉
え
る
教
員

と
し
て
の
将
来
像
」に
つ
い
て
意
欲
的
に

語
ら
れ
、
次
に
7
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
に

よ
る
課
題
の
提
示
と
今
後
の
取
り
組
み

の
方
向
性
な
ど
に
つい
て
議
論
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
会
場
の
一
般
参
加
者
か
ら

も
未
来
に
向
け
た
新
し
い
教
育
の
創
造

を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
教
育
復
興
に
期
待

す
る
声
な
ど
の
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
、

市
民・
教
育
関
係
者・Ｐ
Ｔ
Ａ・
大
学
関
係

者
等
の
多
く
の
参
加
者
に
よ
る
県
民
一
体

と
なっ
た
福
島
県
の
教
育
復
興
に
向
け
て

の
一
歩
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

人
間
発
達
文
化
学
類
を
中
心
と
し
た
活
動

「
２
０
１
１
青
春
ス
ポ
フ
ェ
ス
！
」

サ
テ
ラ
イ
ト
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

教
育
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

去
る
８
月
17
日
に
福
島
大
学
で

「
２
０
１
１
青
春
ス
ポ
フ
ェス
！
」と
い
う

イ
ベン
ト
を
開
催
し
た
。こ
の
イ
ベン
ト
は
、

３
・
11
の
震
災
に
よ
り
、
他
の
高
校
に
間

借
り
し
て
高
校
生
活
を
送
って
い
る
福
島

県
内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
高
校
生
を
中
心
に
、

高
校
ご
と
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
対
戦
す

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
。

　

イ
ベン
ト
の
運
営
は
、
福
島
大
学
で
ス

ポ
ー
ツ
を
専
攻
す
る
学
生
が
、
自
分
た

ち
で
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
を
企
画
、

準
備
、
開
催
ま
で
行
う「
ス
ポ
ー
ツ
企
画

演
習
」と
い
う
授
業
で
企
画
し
た
。
授
業

の
中
で
学
生
た
ち
が
、
震
災
復
興
の
た
め

に
ス
ポ
ー
ツ
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

い
た
と
き
で
あ
る
。
み
ん
な
、
な
か
な
か

良
い
案
を
出
せ
ず
に
い
た
の
だ
が
、
そ
ん

な
中
、一
人
の
学
生
が「
私
の
弟
が
サ
テ
ラ

イ
ト
の
高
校
に
通
って
い
る
け
ど
、
友
達

と
は
離
れ
ば
な
れ
だ
し
、
今
年
は
例
年

行
わ
れ
る
体
育
祭
も
出
来
な
い
ら
し
い
」

と
い
う
話
を
切
り
出
し
た
。「
そ
れ
だ
っ

た
ら
福
島
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
使
っ

て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
高
校
生
の
た
め
の
合
同

体
育
祭
を
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
！
」と
い
う

こ
と
で
一
気
に
話
が
ま
と
ま
り
、
連
日
の

準
備
作
業
を
経
て
今
回
の
イ
ベン
ト
開
催

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京

都
が
被
災
地
への
ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業
と

し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
予
算
の
補
助
や

一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
派
遣
を
申
し
出
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
盛
大
な
イ
ベン

ト
に
膨
ら
ん
で
いった
。

　

イ
ベン
ト
当
日
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
高
校

生
、
そ
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
受
け
入
れ
高
校

　

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
は
県

内
の
教
育
関
係
諸
団
体
と
協
力
連
携
し
て

「
大
震
災
後
の
福
島
県
の
教
育
復
興
を

進
め
る
会
」を
組
織
し
、
県
内
の
教
育
復

興
を
推
進
し
た
。
同
会
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
教
育
現
場
の
状
況
を
共
有
し
つ

つ
、
教
育
現
場
を
支
え
る
経
験
と
叡
知

を
交
流
さ
せ
て
教
育
復
興
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
福

島
の
教
育
復
興
へ
向
け
て　

〜
福
島
の
未

来
を
支
え
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
〜
」を

平
成
23
年
12
月
18
日
に
開
催
し
た
。
第

1
部
は「
大
震
災
後
の
教
育
復
興
に
向
け

て 

│ 

子
ど
も
の
生
活
変
化
の
視
点
か
ら 

│
」と
題
し
た
基
調
報
告
と
、「
震
災
後

14
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鈴
木　

私
は
自
宅
に
い
て
、
ち
ょ
う
ど

大
学
へ
出
か
け
よ
う
と
思
っ
た
時
で
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、

こ
れ
は
か
な
り
の
規
模
の
地
震
だ
と
分

か
っ
た
の
で
、
支
援
活
動
を
行
う
事
態

が
ま
た
始
ま
る
か
な
、
と
思
っ
た
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
翌
日
に
は
県
の

社
会
福
祉
協
議
会
へ
顔
を
出
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ

を
確
認
し
、
県
庁
や
市
役
所
へ
も
足
を

延
ば
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
相
双
地

区
か
ら
ど
ん
ど
ん
避
難
者
が
入
っ
て
き

て
お
り
、
３
日
目
か
ら
は
福
島
市
で
も

避
難
所
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
、

様
々
な
場
所
へ
赴
き
情
報
収
集
を
行
い

ま
し
た
。

鈴
木　

は
い
。
ま
だ
県
の
Ｈ
Ｐ
で
も
福

大
の
避
難
所
開
設
は
広
報
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
15
日
に
は
す
で
に

浪
江
町
の
方
か
ら
避
難
者
が
来
た
の

で
、
16
日
開
設
と
は
い
え
受
付
と
設
営

を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
か
な
り
大
わ
ら

わ
で
、
学
生
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
た
だ
、
学
生
に
対
し
て
は
労
働

力
と
し
て
期
待
し
た
面
は
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
学
生
を
守
る
責
務
を
避

難
所
に
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も

大
き
い
で
す
ね
。
震
災
直
後
は
水
や
電

気
も
止
ま
っ
て
お
り
、
次
に
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
か
ら
。

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
孤
立
し
て
い
る
よ

り
、
大
学
の
避
難
所
で
動
い
て
い
れ
ば

気
も
晴
れ
る
し
、
何
よ
り
食
事
を
提
供

で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
学
生
が

友
達
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
で
す
ね
。

鈴
木　

え
え
、
あ
の
時
は
か
な
り
寒
く

て
ね
。
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
き
も

寒
さ
を
ち
ょ
っ
と
で
も
和
ら
げ
よ
う
と

段
ボ
ー
ル
を
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
か

き
集
め
ま
し
た
。
バ
タ
バ
タ
と
走
り
出

し
な
が
ら
の
避
難
所
運
営
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
あ
ら
か
じ
め
私
の
頭
の
中
で

設
計
図
を
描
い
て
皆
に
指
示
を
出
し
て

い
た
の
で
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
着
替
え
や
授
乳
を
す
る

た
め
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
子
ど
も

部
屋
、
み
ん
な
で
寛
げ
る
団
ら
ん
の
間

な
ど
、
過
去
の
震
災
で
は
必
要
に
応
じ

て
作
っ
て
い
っ
た
け
ど
、
福
大
の
避
難

所
で
は
最
初
か
ら
作
る
つ
も
り
で
設
営

を
進
め
ま
し
た
。

│
│
先
生
は
震
災
時
は
何
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
。

│
│
共
に
い
れ
ば
心
強
い
で
す
も
の

ね
。燃
料
等
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
し
。

│
│
16
日
に
は
福
島
大
学
も
避
難
所
と

し
て
開
放
し
ま
し
た
よ
ね
。

│
│
他
に
避
難
所
の
運
営
を
す
る
上

で
注
意
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

鈴
木
典
夫

（
行
政
政
策
学
類　

教
授
） 

行
政
政
策
学
類
３
年
（
Ｈ
23
年
度
）

土
谷
一
貴 

1961年生まれ。主な研究分野は地域福祉、コミュニティ
ワーク。阪神・淡路大震災で京都市社会福祉協議会地域
福祉活動専門員として支援業務を行う。福島大学に赴任
後は中越地震、中越沖地震、岩手・宮城内陸地震の長期
的支援を行った。東日本大震災では福島大学の避難所開
設・運営にあたり、中心的な役割を担うとともに、その後
の被災者支援に取り組んでいる。

岩手県出身。福島大学災害ボ
ランティアセンターの活動の中
心を担うセンターマネージメント
チームを務めている。

福島大学避難所
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鈴
木　

で
き
る
だ
け
日
常
に
近
づ
け
よ

う
と
し
た
こ
と
で
す
か
ね
。「
大
変
な

目
に
あ
っ
た
け
ど
、
こ
こ
に
来
た
ら

ゆ
っ
く
り
で
き
た
」と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
状
態
を
早
く
作
る
よ
う
努
力

し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
食
事
は
初
日

か
ら
温
か
い
も
の
を
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
食
事
の
場
所
も
生
協
の
食
堂
を
開

放
し
て
も
ら
っ
て
居
住
空
間
と
は
分
け

ま
し
た
。
寝
る
と
こ
ろ
と
食
べ
る
と
こ

ろ
を
分
け
れ
ば
健
康
被
害
の
問
題
も
防

げ
ま
す
し
、
運
動
不
足
も
解
消
で
き
ま

す
か
ら
。
そ
れ
か
ら
日
常
の
リ
ズ
ム
を

取
り
戻
し
て
も
ら
う
た
め
に
意
識
的
に

役
割
分
担
し
ま
し
た
。
食
事
作
り
は
女

性
陣
、
男
性
は
物
資
の
運
搬
や
図
書
館

の
本
の
整
理
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
今

ま
で
の
常
識
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
学
生
に
は
ど
ん
ど
ん
避
難

所
の
中
に
入
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
そ
の

方
が
避
難
者
の
要
望
を
吸
い
上
げ
や
す

い
で
す
か
ら
。

伊
藤　

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の

が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
の
２
〜

３
日
は
鈴
木
先
生
の
言
う
と
お
り
に
動

く
の
で
精
一
杯
で
し
た
。
で
も
、
だ
ん

だ
ん
日
を
経
る
う
ち
に
私
た
ち
が
気
付

く
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
出
て
き
て
、
先
生

に
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

自
分
た
ち
が
思
う
や
り
方
で
避
難
所
運

営
を
手
伝
え
た
と
い
う
の
は
と
て
も
よ

い
経
験
で
し
た
。

鈴
木　

学
生
の
方
か
ら
提
案
し
て
く
れ

る
の
は
私
の
方
で
も
と
て
も
助
か
っ
た

ん
で
す
よ
。
私
が
ど
ん
な
に
考
え
て
も

個
人
の
発
想
で
し
か
な
い
で
す
か
ら
。

学
生
が
こ
う
し
よ
う
と
言
っ
て
く
れ
た

か
ら
こ
そ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
出
来
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

先
生
が
ど
ん
ど
ん
ゴ
ー
サ
イ
ン

を
出
し
て
く
れ
る
の
で
や
り
が
い
が
あ

り
ま
し
た
。
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
一
人
ひ
と
り
が

各
自
が
考
え
る
避
難
所
運
営
を
こ
の
経

験
か
ら
つ
か
み
と
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し

た
ね
。

鈴
木　

大
学
が
避
難
所
に
な
る
こ
と
は

結
果
的
に
は
大
き
な
教
育
的
効
果
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
も
学
生
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
で

き
る
ん
で
す
よ
ね
。

│
│
過
去
の
震
災
の
教
訓
を
活
か
し

た
運
営
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
伊
藤

さ
ん
は
学
生
と
し
て
避
難
所
を
支
え

て
こ
ら
れ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
か
？

大学が避難所になった日。
そこには教員と学生の知恵で生まれた
温かい日常がありました。

│
│
国
立
大
学
が
避
難
所
に
な
る
の

は
全
国
初
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
他
に
も
あ
り
ま
す
か
。

5特集学生団体 福島大学
災害ボランティアセンター

── 福大発。新しい絆を共に ──

人
間
発
達
文
化
学
類
４
年 

（
Ｈ
23
年
度
）

伊
藤 

航 

山形県出身。福島大学避難所の学生
ボランティアの中心として活躍した。
福島大学災害ボランティアセンターの
初代センターマネジメントチーム。

避難所での炊き出し。初日は物資が
ないため、寮生から野菜や調理器具
をかき集めて作った
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が
建
っ
て
か
ら
は
物
資
搬
入
の
手
伝
い

を
行
い
ま
し
た
。
あ
と
は
、
自
分
た
ち

は
井
戸
端
訪
問
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
ね
。
現

在
の
活
動
は
ど
う
？
土
谷
君
。

土
谷　

今
は
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
仮
設
内
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
た
り
、
自
治
会
の
手
助
け
を
し

た
り
。
も
ち
ろ
ん
井
戸
端
訪
問
も
続
け

て
い
ま
す
。
あ
と
は
足
湯
活
動
で
す
ね
。

足
湯
や
手
湯
を
し
な
が
ら
、
被
災
者
の

方
の
悩
み
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

鈴
木　

震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
て
被
災

者
も
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
き
て
い
る

か
ら
ね
。も
ち
ろ
ん
、こ
う
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
は
地
道
に
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
け
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
次

の
段
階
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

ね
。

鈴
木　

全
員
に
対
す
る
支
援
か
ら
、
高

齢
者
や
介
護
が
必
要
な
人
、
何
ら
か
の

事
情
で
困
っ
て
い
る
人
な
ど
、
特
定
の

人
に
対
す
る
支
援
に
移
行
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
福
島
の
場
合
は
放

射
能
の
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
仮

設
住
宅
か
ら
復
興
支
援
住
宅
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
見
守
り
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
は
新
聞
ネ
タ
に
な
ら
な
い

ほ
ど
地
味
な
活
動
に
な
る
は
ず
で
す
。

し
か
も
そ
れ
を
10
年
、
20
年
と
長
期
ス

パ
ン
で
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

忘
却
と
の
戦
い
で
す
ね
。
で
も
、
だ
か

ら
こ
そ
草
の
根
的
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
続
け
て
い
き

ま
す
よ
。
学
生
が
代
替
わ
り
し
て
も

ず
っ
と
ね
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

今
で
も
そ
う
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
福
大
な
ら
で
は
の
見
守

り
支
援
を
こ
れ
か
ら
も
。
こ
の
活
動
に

終
わ
り
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

│
│
次
の
段
階
と
言
う
と
？

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
し
た
。

土
谷　

震
災
当
初
、
福
大
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
大
き
く
3
つ
あ
っ
た
ん
で

す
。
1
つ
は
福
大
の
避
難
所
を
支
え
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
2
つ
目
は
も
と
も
と

福
大
に
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プkey's
（
キ
ー
ズ
）、
3
つ
め
は
福
島

市
の
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
の
避
難

所
で
活
動
し
て
い
た
福Love

（
フ
ク
ラ

ブ
）と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
ま
で

は
個
々
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
、
中

心
的
役
割
を
担
う
機
関
が
必
要
だ
っ
た

こ
と
か
ら
三
者
の
代
表
が
集
ま
っ
て
設

立
を
決
定
し
、
学
校
が
始
ま
っ
た
5
月

か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

伊
藤　

初
期
の
活
動
は
、
相
双
地
域
の

津
波
被
害
に
あ
っ
た
建
物
の
泥
だ
し

や
避
難
所
へ
の
物
資
搬
入
が
主
で
し

た
。
あ
と
原
発
事
故
の
影
響
で
外
で
遊

べ
な
い
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
屋
内

で
遊
ん
だ
り
。
県
北
地
域
に
仮
設
住
宅

│
│
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

鈴
木　

ま
ず
第
一
に
教
員
や
学
生
の
マ

ン
パ
ワ
ー
が
あ
る
こ
と
で
す
ね
。
学
生

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
避
難
者
に
と
っ
て

ど
れ
だ
け
救
い
に
な
っ
た
こ
と
か
。
ま

た
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
力
な
サ

ポ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
教
授
陣
の
も
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
災
害
対
策
本
部
を
凌

ぐ
ほ
ど
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
大
学
に

は
様
々
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
い

ま
す
か
ら
、
健
康
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
、

子
ど
も
、
法
律
、
福
祉
な
ど
な
ど
避
難

者
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
専
門
的
な
助

言
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
。

た
だ
、
避
難
所
は
いつ
か
閉
鎖
に
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
福
島
の
震
災
復
興
は

か
な
り
の
長
期
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
早
い
段
階
で
学
生

た
ち
に
は
、
被
災
地
に
あ
る
大
学
と
し

て
他
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
受

け
皿
と
な
る
体
制
が
必
要
だ
し
、
さ
ら
に

は
他
大
学
を
巻
き
込
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

│
│
そ
の
第
一
段
階
が
、
福
島
大
学

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ん

で
す
ね
。
成
立
の
経
緯
を
教
え
て
頂

け
ま
す
か
。

外で遊べない福島の子どもたちのために福大ボ
ラセンが企画した三重のサマーキャンプ。放射能
問題がある福島では未来を担う子どもたちへの
支援も欠かせない項目のひとつだ

構内の一角に設けられた「福島大学災害ボラン
ティアセンター」。周囲には、全国から寄せられた
支援物質が所狭しと並ぶ

津波の被害が大きかった相双
地方では瓦礫の片付けや泥だ
しボランティアを行った

仮設住宅を訪問しての足湯活
動。話を聞きながら心もゆっ
くり解きほぐしていく

仮設住宅でのバーベキュー。
こうしたイベントを通してコミュ
ニティづくりを後押ししている

大
学
間
学
生
連
携
に
よ
る
被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
団
体　

福
島
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
復
興
支
援
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

学
生
団
体「
福
島
大
学
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」で
活
動
す
る
福
島
大
学

の
学
生
が
発
起
人
と
な
り
、
県
内
の
大

学
・
専
門
学
校
の
学
生
が
連
携
を
取
り
合

い
な
が
ら
ふ
く
し
ま
の
震
災
復
興
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た「
ふ
く
し
ま
復

興
支
援
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
、
昨
年

7
月
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
て
い
る
。

　

こ
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
避
難
所

か
ら
仮
設
住
宅
へ
移
っ
た
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
心
の
ケ
ア
な
ど
を
行
い
、
各

大
学
ま
た
は
各
地
域
の
学
生
が
共
に
情

報
交
換
を
し
合
い
、
連
携
を
と
り
な
が

ら
幅
広
く
活
動
を
行
って
い
る
。
現
在
の

学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
は
左
図
の

通
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロッ
ク
の
大
学
の

代
表
者
ら
が
集
ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
、
各
大
学
や
各
地

域
の
活
動
を
尊
重
し
な
が
ら
、
県
内
各

地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
プ
ロ
ジェク
ト
への
協

働
活
動
を
行
う
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、

ふ
く
し
ま
学
生
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

チ
ー
ム（
教
員
）、
福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
福
島
県
社
会
福
祉
協

議
会
）、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
加
わ
る
。

　

学
生
の
目
線
や
感
覚
を
十
分
に
活
か

し
た
こ
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
学

同
士
の
新
し
い
絆
を
結
ぶ
と
同
時
に
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
し
い
可
能
性
を
切

り
開
く
も
の
と
し
て
今
後
の
期
待
が
高

まって
い
る
。

　

福
島
大
生
有
志
の
呼
び
掛
け
に
、

全
国
の
大
学
生
ら
が
応
じ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
全
国
た
す
き
リ
レ
ー
」

が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と

な
る
３
月
11
日
の
福
島
市
入
り
に

向
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は「
日
本
を
ひ
と
つ
に
結
び
た

い
」と
い
う
想
い
を
胸
に
、各
地
の
大

学
生
ら
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、福
島

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
も
の
。

　

企
画
し
た
の
は
福
島
大
４
年
の

佐
藤
宗
ら
が
昨
年
10
月
に
発
足

さ
せ
た「
全
国
学
生
プ
ロ
ジェク
ト
」

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）。
震
災
被
害
や
原

発
事
故
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト「
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
」な
ど
を
通
じ
て
参
加

を
呼
び
掛
け
、
38
都
道
府
県
の

２
４
０
０
人
を
超
え
る
学
生
ら
が

共
鳴
し
た
。
リ
レ
ー
は
沖
縄
県
か

ら
中
国
、
東
北
地
方
を
走
る
日
本

海
ル
ー
ト
と
、
大
分
県
か
ら
四
国
、

近
畿
、
関
東
地
方
を
走
る
太
平
洋

ル
ー
ト
を
た
ど
る
。
計
28
都
府
県

で
１
人
１
キ
ロ
ず
つ
走
り
、
沿
道
の

観
客
ら
に
も
横
断
幕
に
メッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
も
ら
い
、
見
事
完
走
し

た
。
当
日
の
リ
レ
ー
の
様
子
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
atalucky.com

/jasp/

）
に
て
公

開
中
。

「
日
本
を
一
本
に
」

〜
日
本
全
国
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
め 

＆ 

た
す
き
リ
レ
ー

ト
ピ
ッ
ク
ス

30

MS MS MSMS

福
島
大
学

い
わ
き
明
星
大
学

郡
山
女
子
大
学

国
際
メ
デ
ィ
カ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校

ポ
ラ
リ
ス
保
健
看
護
学
院

日
本
大
学
工
学
部

郡
山
健
康
科
学
専
門
学
校

桜
の
聖
母
短
期
大
学

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校

会
津
大
学

福
島
学
院
大
学

福
島
介
護
福
祉
専
門
学
校

県北 災害
ボランティア
ネットワーク

いわき 災害
ボランティア
ネットワーク

会津 災害
ボランティア
ネットワーク

県中 災害
ボランティア
ネットワーク

ML（メーリングリスト）情報共有

ふくしま復興支援
学生ネットワーク

（2011.9 月現在）

復興支援学生ネットワーク会議
（毎月 1回）

他大学協働ボランティア活動

MS = 各大学マネージャースタッフ（キーパーソン）
＊各大学・各地域の活動情報共有
＊各大学活動ノウハウ共有・提供

各
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
県
社
協
）

ふ
く
し
ま
学
生
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
チ
ー
ム
（
教
員
）

支援

支
援

支
援

支援
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